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マルト便 お客様の笑顔のために…�

チャレンジ�

　2015年のGWがスタートしました。関東地方では良い天気が続くようです。4月下旬からとても暑い日
が続いています。4月27日には北海道の帯広や幕別で30度を超える真夏日となりました。4月に北海道で真
夏日となったのは実に17年ぶり。統計を取り始めてから2度目のことだそうです。同日の沖縄那覇の最高
気温はなんと24.4度。なんだか南と北が逆転してしまったかのような天気です。 
　気象庁によると2015年4月の天候の特徴は、 
①全国的に気温が高く、特に西日本で高かった。 
②西日本日本海側では降水量がかなり多かった。 
③東・西日本太平洋側では日照時間がかなり少なかった。 
との発表がされています。 
4月中旬頃から報道でも「野菜高騰」の文字が出るようになりました。3月まである程度順調な生育を続け
ていた葉物や果菜類でしたが、4月に入り極端な日照不足、温暖、多湿の影響を受けて生育状況が急変し
出荷が極端に減少したことが要因です。4月上旬の日照量としては、西日本・東日本ともに統計を取り始
めた1961年以来最も少ない値であったそうです。 
　このような天候状況はこれから出荷の最盛期を迎えていく玉葱産地にとっても良くはありません。府県
の大産地である淡路島では細菌性病害（腐敗病）が多く発生しているとして、兵庫県の県病害虫防除所が
島内全域に注意報を発令しています。南あわじ市が4月9日に実施した圃場調査によると対象340か所の圃
場のうち半数以上で病害が発生しているとのことでした。同様に玉葱の大産地である佐賀県においても圃
場による格差はありますが、少なからず病害が入っているとの情報が入っています。今年は早い時期から
ベト病発生の傾向があり、防除するように動いていましたが、4月上旬の多雨によりなかなか防除が進ま
なかったようです。いずれの産地も早生玉葱が影響を受けていると思われます。 
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取扱産地	
 産地状況＆今後の見通し	


国産（北海道/佐賀）	


北海道産玉葱はCA貯蔵品に切り替わりました。通常冷蔵品の終盤では発芽発根の発生
がありましたが、現在の品質は落ち着いております。５月末にて終了予定です。	
  
佐賀県産の早生玉葱、４月の下旬から入荷しており、こちらも品質は安定しております。
特別栽培条件に準ずる玉葱として一部のお客様へお届けしておりますが、より多くのお客
様へご案内できるよう産地様との取組を強めていきたいです。	
  

輸入	
  
（中国雲南省）	
  
（ニュージーランド）	


中国産、４月の甘粛省産終盤では、品質的に大変ご迷惑をおかけいたしました。申し訳ご
ざいません。現在雲南省産へ切り替わっており、品質は安定しております。	
  
ニュージランド産の玉葱の入荷が始まっております。水分値の低い加熱用途に適した玉
葱です。国産玉葱の保険として、ご利用いかがでしょうか。	
  

紫玉ねぎ	
  
（ニュージーランド）	
  

紫玉ねぎはニュージーランド産へ切り替わっております。ここから８月末ころまではニュー
ジーランド産を使用します。シーズン前半ですので品質は安定しております。頭付き、天地
カット、芯取りの各規格にてお届けできますので、ぜひお問い合わせください。	
  

5月のマルト商事玉葱産地情報＆見通しをお届けします！�

　概況としては現在先述のような状況です。マルト商事契約産地につきましても生育推移を慎重に見
守っている状況です。 
　弊社担当の渋谷が4月17日にJA前橋市清里地区、4月20日・21日にJAからつ松浦東部地区を訪問し、
圃場生育状況の視察確認をさせて頂きました。訪問した時点では、清里地区では玉肥大が始まったと
ころで、状況としては葉数・葉鞘の太さともに良好で、病害も入っていない状況でした。松浦東部地
区においても心配されていたベト病への対策も万全で、事前の情報で聞いてたものよりは問題がなく
順調ということでした。 
　ところが5月1日時点で、どちらの産地とも状況一変の報が入っています。4月最終週から現在も継続
している「暑さ」が影響しているものと思います。特に清里地区では肥大期中盤を迎えている状況で
気温が30度超える日が続いたため、玉葱の収穫のサインとなる「葉の倒伏」が起こってしまっている
とのことです。早生品種の大半が生育途中で倒伏してしまったため、今後の玉肥大は期待できない状
況となっています。現在詳細状況は調査中ですが、予定の収穫量を大幅に下回ることは確実となりそ
うです。両産地とも中・晩成種の玉葱は今後の天候次第とのことですが、なんとか回復基調となるこ
とを祈るばかりです。 
　最後に北海道の状況ですが、現在は予約品のCA貯蔵品が入荷していますが、畑では今秋収穫予定の
玉葱定植が行われています。今期は各産地とも融雪が早く、苗も順調であったようで作業が例年にな
く順調に推移しているとのことです。通常GW明けまで植えつけ作業があるのですが、今期は4月中に
作業終了の生産者様が大半とのことです。ここ数年は融雪の遅れから定植作業が遅れたため、苗が老
化してしまったことにより生育ステージがずれて不作というパターンがありました。その点について
は今期北海道産玉葱は問題がなさそうです。 
　今後の玉葱状況の予測は非常に難しいと思います。野菜全般天候の影響から予測困難な状況となっ
ています。マルト商事では産地と連携して正確な情報を即時にお客様にお伝えできるような体制を
取って参ります。随時弊社営業から玉葱含め野菜の状況報告を入れさせていただきます。今月も宜し
くお願い致します。 


